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『
慈
悲
道
場
目
連
報
本
織
法
』
と
『
仏
説
目
連
救
母
経
』
に
つ
い
て
（
下
）

渋
谷

（
上
）

は
じ
め
に

一
、
『
目
連
宝
機
』
所
見
「
目
連
救
母
説
話
」
梗
概

一
一
、
『
救
母
経
』
と
の
比
較

（l
）
プ
ロ
ッ
ト
の
比
較

附
、
『
目
連
宝
憐
』
所
収
「
目
連
説
話
」
本
文

（
下
）（2

）
文
体
の
比
較

（3
）
反
復
表
現
の
比
較

（4
）
定
型
表
現
の
比
較

む
す
び

挙

郎
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（2
）
文
体
の
比
較

本
節
で
は

『
救
母
経
」
と
『
目
連
宝
機
』の
文
体
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
前
節
「
プ
ロ
ッ
ト
の
比
較
」

に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
『
救

母
経
』
と

『
目
連
宝
機
』
と
は
内
容
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。

点
も
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
両
者
の
関
係
を
探
る
手
が
か
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
「
救
母
経
』
冒
頭
部
か
ら
適
当
に
抜
き
出
し
、
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そ
れ
と
同
様
に
、
文
体
に
お
け
る
特
徴
も
概
ね
共
通
し
て
い
る
が
、
異
な
る

『
目
連
宝
餓
』
の
該
当
部
分
と
比
較
す
る
。
上
段
に
『
救
母
経
』
、
下
段
に
『
目
連
宝
憐
』
を
示
す
。
「
救
母
経
』
の
引
用
は
宮
次
男
氏
の
公

刊
版
を
用
い
、
ま
た
前
稿
で
は
未
見
で
あ
っ
た
砂
岡
和
子
氏
の
校
録
を
参
照
し
て
文
字
の
誤
り
や
句
読
に
訂
正
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る

連
救
母
説
話
」
梗
概
の
順
位
を
示
す
。

が
、
特
に
注
記
と
し
て
は
出
し
て
い
な
い
。
次
項
以
下
も
向
。
『
日
連
宝
機
」
引
用
文
の
あ
と
の
数
字
は
、
前
稿
『
目
連
宝
憐
』
所
見
「
目

『
救
母
経
』

① 

昔
王
舎
城
中
、
有
一
長
者
、
名
目
惇
相
、
其
家
大
富
、

馳
，嘘

象
馬
、
遍
山
蓋
野
、
錦
締
羅
続
、
同
県
珠
満
蔵
、
諸
頭
放
債
、
莫

知
其
数
。
長
者
語
常
含
笑
、
不
逆
人
情
、
六
度
之
中
、
常
行
波

羅
蜜
、
長
者
忽
然
染
病
、
遂
即
身
亡
。

ハ
U

戸
、J

『
目
連
宝
憐
』

王
舎
城
中
、
有
一
長
者
、
名
目
惇
相
、
其
家
大
富
、
象
馬
院

櫨
、
遍
満
山
野
、
錦
締
羅
統
、
亘
（
賓
満
戒
、
常
行
六
度
、
不
逆

人
情
、
忽
病
身
亡
。
（
こ

『
救
母
経
』
は
四
字
六
字
を
基
調
と
し
た
一
種
の
耕
一
億
体
で
あ
る
が
、
脚
韻
や
平
灰
は
揃
え
て
お
ら
ず
、
字
数
に
つ
い
て
も
五
字
句
や
七



字
句
の
混
入
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
目
連
宝
機
」
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
四
字
句
を
基
調
と
し
て
お
り
、
脚
韻
や
平

灰
は
整
え
て
い
な
い
が
、
字
数
の
破
格
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

一
般
に
こ
の
よ
う
な
文
体
は
仏
典
に
多
く
見
ら
れ
、
「
救
母
経
」
と
『
目
連

宝
機
』
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
が
、
両
者
に
認
め
ら
れ
る
相
違
は
自
ず
と
そ
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
救
母
経
』
は
絵
図
が

付
さ
れ
た
画
巻
で
も
あ
る
か
ら
、
画
巻
と
し
て
の
性
格
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
「
救
母
経
』
は
観
る
た
め
あ
る
い
は
観
な
が
ら
読
む
た
め
の
経

典
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
経
文
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
信
徒
や
聴
衆
に
説
き
（
語
り
）
聴
か
せ
る
の
に
相
応
し
い
文
体
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
破
格
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
内
容
を
よ
り
的
確
に
聴
衆
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
表
れ
と
解
し
た
い
。

一
方
、
『
目
連
宝
機
』
は

題
名
の
「
機
（
機
悔
、
機
法
）
」
が
示
す
よ
う
に
修
行
や
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
科
儀
書
の
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
唱
え
る

目
的
と
し
た
文
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
念
ず
る
）の
を

内
容
に
つ
い
て
、
「
諸
頭
放
債
、
莫
知
其
数
（
各
方
面
に
金
を
幾
ら
貸
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
）
」
の
句
は
『
目
連
宝
憐
』
に
は
見
51 

え
な
い
。
「
放
債
（
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
い
う
語
は
一
般
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
『
目
連
宝
機
』
で
は
惇
相
の
人
格
紹
介
に
そ
う

し
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
要
素
を
省
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
救
母
経
』
で
は
単
に
停
相
の
羽
振
り
の
良
い
資
産
家
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
、
そ
こ
に
慈
悲
深
さ
や
称
賛
の
意
を
含
め
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
六
度
」
は
「
波
羅
蜜
」
の
漢
訳
語
で
、
同
義
で
あ
る
か
ら
、
『
救
母
経
」
の
「
六
度
の
中
で
は
常
に
波
羅
蜜
を
行
う
」
で
は
内
容
が
重
複

す
る
。
こ
の
よ
う
な
同
義
語
葉
の
重
複
は
、
通
俗
的
な
文
章
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、

一
概
に
誤
り
と
断
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ

こ
で
は
惇
相
の
信
仰
心
の
厚
さ
の
強
調
か
、
あ
る
い
は
時
代
的
・
地
域
的
・
慣
習
的
な
用
法
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
て
お
き
た
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
句
が
内
容
に
破
綻
を
来
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
五
字
句
で
は
破
格
で
あ
る
。
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② 

三
年
服
満
：
：
：
児
欲
持
銭
、
出
往
外
園
経
紀
、
遣
奴
益
利
、

持
銭
本
出
。
有
三
千
貫
文
、
分
作
三
分
、

一
分
留
輿
阿
娘
、
供

給
門
戸
。

一
分
留
輿
阿
娘
、
供
養
三
賓
、
潟
爺
日
設
、
五
百
僧

粛
、
児
将
一
分
、
往
金
地
図
、
興
生
経
紀
。

三
年
服
満
：
：
：
意
欲
出
外
、
経
商
買
責
、
娘
即
聴
許
、
遣
奴

(323) 

益
利
、
運
出
銭
財
。
有
三
千
貫
、
分
作
三
分
、

一
分
奉
母
、
供

給
門
戸
、

一
分
輿
娘
、
奉
養
三
賓
、
震
父
設
粛
、
供
悌
飯
僧
、

持
自
一
分
、
往
於
他
圏
、
興
販
経
紀
。
（
三
）

『
救
母
経
』
の
「
出
往
外
園
経
紀
」
「
一
分
留
輿
阿
娘
」
を
、
『
目
連
宝
憐
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
意
欲
出
外
、
経
商
買
貰
」
、
「
一
分
奉
母
」

「
一
分
輿
娘
」
の
四
字
二
句
に
作
る
。
前
節
で
は
プ
ロ
ッ
ト
の
比
較
を
通
し
て
、
『
目
連
宝
機
』
は
『
救
母
経
』
を
改
変
し
た
可
能
性
を
指
摘

し
た
が
、
こ
の
字
数
の
相
違
も
、
『
目
連
宝
機
』
が
『
救
母
経
』
の
文
体
の
不
整
合
を
改
め
、
四
字
句
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
測

で
あ
る
。

さ
れ
る
。
本
来
、
整
然
と
し
た
四
字
句
で
あ
っ
た
も
の
を
、
『
救
母
経
』
の
よ
う
に
五
字
や
六
字
に
敷
～
約
す
る
必
然
性
は
見
出
せ
な
い
か
ら-52-

③ 

慈
母
見
子
行
去
、
喚
衆
奴
輝
汝
来
、
我
今
家
中
大
富
、
若
有

三
賓
師
僧
、
来
我
門
前
教
化
、
震
我
将
棒
打
然
、
莫
留
性
命
、

持
我
児
設
粛
銭
、
虞
買
猪
羊
、
鵡
鴨
鶏
犬
、

倭
飼
令
肥
、
懸

羊
柱
上
、
刺
血
臨
盆
、
縛
猪
棒
打
、
哀
撃
未
絶
、
努
腹
取
心
、

祭
記
鬼
神
、
作
諸
快
築
。

阿
娘
待
子
去
後
、
説
向
奴
鱒
、
若
有
師
僧
、
来
我
門
前
、
持

棒
打
逐
、
以
設
粛
銭
、
慶
買
牛
羊
、
鶏
豚
鵡
鴨
、

倭
飼
令
肥
、

懸
縛
柱
上
、
刺
血
淋
盆
、
哀
撃
未
絶
、
毛
羽
脱
落
、
努
腹
取
心
、

祭
諸
鬼
神
、
怒
意
作
梁
。
（
四
）



『
救
母
経
』
の
「
汝
来
我
今
家
中
大
富
」
は
、
断
句
す
れ
ば
「
汝
来
、
我
今
家
中
大
富
」
と
な
る
が
、
前
後
の
六
字
句
に
揃
え
て
「
喚
来

奴
稗
汝
来
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
汝
来
」
は
母
の
言
葉
で
あ
る
。
「
目
連
宝
機
』
で
は
母
の
言
葉
も
含
め
す
べ
て

四
字
句
に
作
る
。
整
つ
て
は
い
る
が
、
却
っ
て
『
救
母
経
』

の
写
実
性
を
減
じ
て
お
り
、
母
の
際
立
っ
た
性
格
描
写
が
弱
ま
っ
て
い
る
。

「
篤
我
将
棒
打
然
、
莫
留
性
命
（
棒
で
打
榔
し
、
生
か
し
て
お
く
で
な
い
と
は
、
『
目
連
宝
機
』
で
は
「
持
棒
打
逐
（
棒
で
追
い
立
て
ろ
）
」

に
作
り
、
「
莫
留
性
命
」
は
な
い
。
こ
れ
よ
っ
て
『
救
母
経
』
で
強
調
さ
れ
て
い
る
樫
貧
と
か
無
慈
悲
と
い
っ
た
母
の
性
格
が
減
じ
て
い
る
。

両
者
を
比
較
す
る
と
『
目
連
宝
憐
」
は
人
物
形
象
の
突
出
す
る
の
を
避
け
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
①
②
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

両
者
の
機
能
や
効
用
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
目
連
宝
機
』
が
『
救
母
経
』
を
改
変
し
た
こ
と
を
推
定
せ
し
む
る
特
徴
と
言
え
よ
う
。

（3
）
反
復
表
現
の
比
較
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反
復
表
現
と
は
文
体
や
修
辞
の
特
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
話
や
伝
説
等
に
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
文
字
と
し
て

定
着
す
る
以
前
に
口
頭
表
現
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
救
母
経
』
と
『
目
連
宝
機
』
は
そ
れ
ぞ
れ
経
典
と
科
儀
書

と
し
て
、
本
来
的
に
口
頭
表
現
を
目
的
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
本
来
的
な
性
格
に
よ
っ
て
反
復
表
現
が
多
く
認
め

ら
れ
る
の
は
納
得
の
ゆ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
救
母
経
』
は
『
目
連
宝
憐
」
に
比
べ
る
と
、
反
復
の
頻
度
と
形
式
と
に
お
い
て
、
い
っ
そ

う
顕
著
で
あ
る
。
本
節
で
は
『
救
母
経
』
か
ら
抽
出
し
た
反
復
表
現
を
『
目
連
宝
機
」
と
比
較
す
る
。
ま
ず
、
「
救
母
経
』
に
お
い
て
注
目

す
べ
き
反
復
表
現
を
掲
げ
、
次
に
上
に
『
救
母
経
』
、
下
に
「
日
連
宝
憾
』
の
該
当
箇
所
を
示
す
。
ロ
ー
マ
数
字
は
記
載
順
位
を
示
す
。

① 

供
養
三
賓
、
日
設
五
百
僧
粛
（
三
宝
に
供
養
し
、
毎
日
五
百
の
僧
斎
を
設
け
る
）
。

(322) 



ー
、
目
連
は
父
の
喪
が
開
け
る
と
、
外
国
へ
商
売
に
旅
立
つ
に
あ

た
り
、
母
に
対
し
て
「
供
養
三
賓
、
震
爺
日
設
五
百
僧
粛
」
を

託
し
た
。

E

、
目
連
が
商
売
を
終
え
て
帰
国
す
る
と
、
ま
ず
下
僕
の
益
利
を

家
の
様
子
を
窺
い
に
遣
る
。
母
は
益
利
を
欺
く
。
「
我
従
汝
共

郎
君
、
行
去
己
後
、
我
在
家
中
、
日
設
五
百
僧
粛
」
。

皿
、
益
利
は
日
連
の
許
に
戻
り
、
母
の
申
し
た
と
お
り
に
「
婆
在

家
毎
日
設
五
百
僧
粛
」
と
報
告
す
る
。

w
、
目
連
は
益
利
か
ら
母
の
善
行
を
聞
く
と
、
母
に
感
謝
し
て
、

空
に
向
か
っ
て
頂
礼
す
る
。
そ
こ
へ
近
隣
の
人
々
が
出
迎
え
に

や
っ
て
来
て
、
礼
拝
の
意
味
を
尋
ね
る
と
、
目
連
は
「
漸
惚
阿

娘
、
在
家
中
供
養
三
賓
、
日
設
五
百
僧
粛
」
。

V

、
目
連
が
帰
宅
す
る
と
、
母
は
「
我
従
汝
行
去
己
後
（
私
は
お

ま
え
が
出
て
行
っ
た
あ
と
）
、
日
不
潟
汝
設
五
百
僧
粛
」
な
ら

ば
、
七
日
を
過
ぎ
ず
に
阿
鼻
大
地
獄
に
墜
ち
る
と
誓
う
。

班
、
母
の
死
後
、
目
連
は
釈
迦
の
も
と
で
修
行
し
、
神
通
力
を
得

て
化
楽
天
宮
を
観
想
す
る
と
、
父
は
見
つ
か
っ
た
が
、
母
は
見

(321) 

ー
、
奉
養
三
賓
、
震
父
設
粛
、
供
悌
飯
僧
。

E

、
我
常
在
家
、
毎
設
僧
粛
。

皿
、
婆
在
家
中
、
毎
設
僧
粛
。

-54-

町
、
漸
懐
阿
娘
、
在
家
敬
倒
、
日
設
僧
粛
。

V
、
若
不
信
刷
汝
、
毎
設
僧
粛
。



え
な
い
。
そ
の
理
由
を
釈
迦
に
訊
ね
て
「
阿
娘
在
生
之
日
、
道

我
日
設
五
百
僧
粛
、
死
合
生
化
楽
天
宮
、
天
宮
不
見
、
今
在
何

慮
（
母
は
在
世
の
時
、
私
に
毎
日
五
百
の
僧
斎
を
行
っ
た
と
話

し
て
い
た
の
で
、
亡
く
な
れ
ば
定
め
し
化
楽
天
宮
に
生
ま
れ
た

4・4
F
7
2
－
f

、

l
J
9
7

カ

天
宮
に
は
見
え
ず
、
今
は
ど
こ
に
お
ら
れ
る
の

か
）
」
。

班
、
目
連
が
母
を
尋
ね
て
火
盆
地
獄
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
そ
こ

で
も
母
は
見
つ
か
ら
ず
、
悲
し
み
に
く
れ
て
叫
ぶ
。
「
娘
在
生

之
日
、
道
我
日
設
五
百
僧
粛
、
香
花
飲
食
、
非
不
知
法
、
死
合

生
化
楽
天
宮
、
天
宮
不
見
、
合
在
地
獄
、
獄
中
不
見
（
母
は
在

世
の
時
、
毎
日
五
百
の
斎
を
設
け
、
香
華
飲
食
も
法
に
外
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
の
で
、
亡
く
な
れ
ば
き
っ
と

化
楽
天
宮
に
生
ま
れ
た
は
ず
だ
が
、
天
宮
に
は
見
え
ず
、
地
獄

に
居
る
か
と
い
え
ば
、
地
獄
に
も
い
な
い
）
」
。

班
、
阿
鼻
地
獄
に
て
目
連
は
や
っ
と
母
と
の
対
面
を
果
た
し
た
時
、

目
連
は
「
大
叫
阿
娘
阿
娘
、
在
生
之
日
、
道
我
日
設
五
百
僧
粛
、

香
花
飲
食
、
非
不
如
法
、
死
合
生
化
楽
天
宮
、
天
宮
不
見
、
却

班
、
無
し
。

班
、
無
し
。

珊
、
大
叫
阿
娘
、
言
在
生
日
、
香
花
飲
食
、
供
悌
飯
僧
、

法
、
死
合
生
天
、
如
何
今
者
、
却
在
地
獄
。

戸
、J

戸
、J

一
皆
如

(320) 



在
地
獄
（
大
声
で
叫
ん
だ
。
母
よ
母
よ
、
在
世
の
と
き
は
、
毎

日
五
百
の
僧
斎
を
設
け
、
香
華
飲
食
は
法
に
外
れ
た
こ
と
は
な

い
と
語
っ
て
い
た
の
に
、
天
宮
に
は
お
ら
ず
、
地
獄
に
お
っ
た

と
は
）
」
。

(319) 

② 

持
棒
打
然
、
莫
留
性
命
、
持
我
児
設
粛
銭
、
贋
買
猪
羊
、
驚
鴨
鶏
犬
、
倭
飼
令
肥
、
懸
羊
柱
上
、
刺
血
臨
盆
、
縛
猪
棒
打
、
哀
聾
未

絶
、
努
腹
取
心
、
祭
記
鬼
神
、
作
諸
快
楽
（
棒
で
打
ち
殺
し
、
息
子
の
遺
し
た
斎
を
設
け
る
た
め
の
銭
で
、
広
く
豚
や
羊
や
鷲
鳥
や
鴨
や

鶏
や
犬
を
買
い
、
餌
を
や
っ
て
肥
ら
せ
、
柱
に
吊
し
て
血
を
盆
に
受
け
、
豚
を
縛
っ
て
棒
で
打
ち
つ
け
る
と
、
悲
し
い
声
が
絶
え
間
な
く
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響
き
、
腹
を
割
い
て
肝
を
取
り
出
し
、
鬼
神
を
杷
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
楽
し
ん
だ
）
。

ー
、
目
連
が
商
売
の
た
め
に
旅
立
つ
と
、
母
は
奴
婚
を
呼
び
申
し

つ
け
る
。
僧
侶
が
門
前
に
来
た
な
ら
、
「
持
棒
打
然
、
莫
留
性

命
、
将
我
児
設
粛
銭
、
贋
買
猪
羊
、
驚
鴨
鶏
犬
、

倭
飼
令
肥
、

懸
羊
柱
上
、
刺
血
臨
盆
、
縛
猪
棒
打
、
哀
聾
未
絶
、
構
刀
腹
取
心
、

祭
杷
鬼
神
、
作
諸
快
柴
」
。

E

、
目
連
が
商
売
か
ら
帰
国
し
、
近
隣
の
人
々
が
出
迎
え
に
や
っ

ー
、
将
棒
打
逐
、
以
設
粛
銭
、
慶
買
牛
羊
、
鶏
豚
鷲
鴨
、

倭
飼
令

肥
、
懸
縛
柱
上
、
刺
血
淋
盆
、
哀
撃
未
絶
、
毛
羽
脱
落
、
砕
刀
腹

取
心
、
祭
諸
鬼
神
、
怒
意
快
楽
。



て
来
て
、
母
の
行
状
を
日
連
に
告
げ
る
。
「
汝
母
従
郎
君
行
去

後
、
婆
在
家
中
、
棒
打
三
師
僧
、
持
汝
設
粛
銭
、
贋
買
猪
羊
、

鷲
鴨
鶏
犬
、
倭
飼
令
肥
、
懸
羊
柱
上
、
刺
血
臨
盆
、
縛
猪
棒
打
、

熱
湯
燐
身
、
哀
撃
未
絶
、
努
腹
取
心
、
祭
杷
鬼
神
、
作
諸
歓
楽
」
。

E

、
汝
母
従
子
、
別
家
去
後
、
凡
見
僧
来
、
喚
蝉
打
逐
、
持
汝
薪

銭
、
慶
買
牛
羊
、
驚
鴨
等
畜
、

倭
飼
令
肥
、
窓
行
殺
害
、
祭
杷

鬼
神
、
作
諸
快
楽
。

『
目
連
宝
機
』
は
内
容
は
反
復
し
て
い
る
が
、
表
現
に
変
化
を
加
え
て
、
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
い
る
。

③ て
い
な
い
）
。

匙
筋
交
横
、
香
煙
雑
乱
、
椀
榛
収
拾
、
猶
未
得
了
（
匙
や
箸
が
入
り
乱
れ
、
香
煙
が
雑
然
と
並
び
、
食
器
の
片
付
け
も
ま
だ
終
わ
っ

ー
、
家
の
様
子
を
窺
い
に
来
た
益
利
を
偽
る
た
め
、
母
は
後
園
に

い
そ
ぎ
瞳
幡
を
張
り
、
斎
所
を
設
え
て
益
利
に
そ
の
有
様
を
見

せ
る
と
、
「
匙
筋
交
横
、
香
煙
雑
乱
、
椀
榛
収
拾
、
猶
未
得
了
」
。

E

、
益
利
は
目
連
の
許
に
帰
る
と
、
母
は
毎
日
五
百
僧
斎
を
設
け

て
い
た
と
報
告
し
、
目
連
が
そ
の
証
を
問
う
と
、
「
正
是
匙
筋

交
横
、
香
煙
雑
乱
、
僧
徒
並
散
、
収
拾
猶
未
得
了
」
が
そ
の
証

で
あ
る
と
し
た
。
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ー
、
香
煙
雑
乱
、
匙
筋
交
横
、
尚
収
未
了
。

E

、
幡
花
雑
乱
、
匙
筋
交
横
、
尚
収
未
了
。

(318) 



④ 

死
合
生
化
楽
天
宮
、
天
宮
不
見
。
①
の
司
、
班
、
咽
を
参
照
。

⑤ 

貧
道
特
来
、
尋
討
阿
娘
、
獄
主
問
、
誰
道
阿
娘
在
此
、
答
言
、
釈
迦
牟
尼
悌
道
娘
在
此
、
獄
主
問
師
、

釈
迦
牟
尼
悌
是
師
何
春
属
、

日
連
答
言
、
使
是
本
師
和
尚
、
我
是
弟
子
：
：
：
問
師
娘
何
姓
字
、
負
師
往
獄
中
検
簿
尋
看
（
貧
道
は
母
を
探
し
て
や
っ
て
来
た
の
で
す
。

獄
主
は
問
う
、
誰
が
母
が
こ
こ
に
い
る
と
言
っ
た
の
か
。
答
え
て
言
、
っ
、
釈
迦
牟
尼
悌
が
母
は
こ
こ
に
居
る
と
申
し
た
。
獄
、
王
が
目
連
に

訊
ね
る
。
釈
迦
牟
尼
備
は
師
の
い
か
な
る
春
属
か
。
目
連
は
答
え
て
言
う
、
本
師
和
尚
で
あ
り
、
私
は
弟
子
で
す
：
：
：
師
の
母
の
姓
名
は

何
と
仰
る
、
師
の
た
め
に
獄
中
へ
参
り
、
帳
面
を
調
べ
て
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
）
。

ー
、
火
盆
地
獄
に
や
っ
て
来
た
目
連
と
獄
主
と
の
や
り
と
り
は
右

の
と
お
り
。

E

、
阿
鼻
地
獄
に
や
っ
て
来
る
と
、
日
連
は
獄
、
王
と
ま
た
同
じ
ゃ

り
と
り
を
す
る
。
特
来
尋
討
阿
娘
、
獄
、
王
問
、
誰
道
阿
娘
在
此
、

目
連
然
E
一
一
一
口
、
釈
迦
牟
尼
悌
道
娘
在
此
、
釈
迦
牟
尼
悌
是
師
何
春

属
、
目
連
答
言
、
便
是
本
師
和
尚
、
獄
主
問
師
、
娘
何
姓
字
、

篤
師
往
獄
中
検
簿
尋
看
。

ー
、
無
し
。

E

、
特
来
尋
母
。
獄
主
問
師
、
誰
言
師
母
在
此
。
目
連
答
言
、
調
押

迦
世
尊
、
言
母
在
此
。
獄
主
又
問
、
稗
迦
世
尊
、
是
師
何
親
。

日
連
答
言
、
是
我
本
師
和
尚
。
獄
主
問
師
、
娘
何
姓
何
名
、
血
〈

師
検
簿
尋
討
。
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⑥ 

見
一
大
地
獄
、
培
高
高
丈
、
黒
壁
蔦
重
、
銭
網
交
加
、
蓋
覆
其
上
、
：
：
：
叫
得
千
整
、
殊
無
人
鷹
（
一
大
地
獄
が
目
に
入
っ
た
。
塀

っ
た
く
返
答
が
な
い
）
。

の
高
さ
は
万
丈
、
黒
壁
が
幾
重
に
も
廻
ら
さ
れ
、
鉄
条
網
が
交
錯
し
、
そ
の
上
を
覆
っ
て
い
る
：
：
：
幾
度
と
な
く
声
を
掛
け
る
も
、
ま

ー
、
見
一
大
地
獄
、
堵
高
高
丈
、
黒
壁
寓
重
、
銭
網
交
加
、
蓋
覆

其
上
、
：
：
：
叫
得
千
撃
、
殊
無
人
鷹
（
目
連
が
母
を
尋
ね
て
や

っ
て
来
た
阿
鼻
地
獄
の
描
写
）
。

E

、
し
き
り
に
声
を
掛
け
る
も
誰
も
応
え
な
い
の
で
、

一
つ
斗
則
の

火
盆
地
獄
に
一
戻
り
、
獄
主
に
訊
ね
る
と
き
に
、
右
の
様
子
を
伝

え
る
。

皿
、
火
盆
地
獄
の
獄
、
王
に
、
阿
鼻
地
獄
の
門
を
開
く
に
は
力
量
不

足
と
教
え
ら
れ
た
目
連
は
、
釈
迦
の
許
に
帰
り
、
阿
鼻
の
様
子

を
伝
え
る
。

ー
、
見
一
大
地
獄
、
堵
壁
高
厚
、
銭
網
交
加
、
羅
覆
其
上
、.. 

従
爾
叫
喚
、
無
出
鷹
者
。

E

、
無
し
。

E

、
無
し
。

⑦ 

汝
執
我
十
二
銀
錫
杖
、
披
我
袈
裟
、
掌
我
鉢
干
皿
、
致
地
獄
門
前
、
振
錫
三
撃
、
獄
門
自
問
、
関
鎖
自
落
（
汝
は
我
が
十
二
銭
錫
杖
を Q

ノ
戸
、J

か
ん
ぬ
き
は
自
然
と
開
く
で
あ
ろ
う
）
。

執
り
、
我
が
袈
裟
を
ま
と
い
、
我
が
鉢
孟
を
手
に
し
て
、
地
獄
の
門
前
に
至
ら
ば
、
錫
杖
を
三
度
振
る
え
ば
、
獄
門
は
自
然
に
聞
き
、

(316) 



ー
、
釈
迦
は
自
ら
の
錫
杖
と
袈
裟
と
鉢
孟
と
を
目
連
に
授
け
、
阿

鼻
地
獄
の
門
を
開
け
る
手
段
を
教
示
す
る
。

E

、
阿
鼻
地
獄
に
戻
っ
た
目
連
は
、
釈
迦
の
教
え
の
通
り
「
目
連

披
得
袈
裟
、
手
持
錫
杖
、
致
地
獄
門
前
、
振
錫
三
撃
」
す
る
と
、

「
獄
門
自
開
、
関
鎖
自
落
」
し
た
。

ー
、
執
我
錫
杖
、
披
我
袈
裟
、
掌
我
鉢
孟
、
致
獄
門
前
、
振
錫

(315) 

撃
、
獄
門
自
開
、
関
鎖
自
落
。

E

、
還
至
獄
門
、
振
錫
三
整
、
獄
門
自
開
。

③ 

請
諸
菩
薩
、
貼
四
十
九
燈
、
放
諸
生
命
、
造
立
神
幡
、
得
娘
離
餓
鬼
（
諸
々
の
菩
薩
に
請
い
、
四
十
九
の
灯
明
を
点
じ
、
諸
々
の
生

物
を
放
ち
、
神
幡
を
造
り
立
て
れ
ば
、
母
は
餓
鬼
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

I

、
目
連
の
母
は
阿
鼻
地
獄
を
離
れ
る
と
、
餓
鬼
地
獄
に
移
さ
れ

た
。
目
連
が
救
済
の
手
だ
て
を
釈
迦
に
－
訊
ね
る
と
、
釈
迦
は

「
請
諸
菩
薩
、
結
四
十
九
燈
、
放
諸
生
命
、
造
立
神
幡
、
得
娘

離
餓
鬼
身
」
と
教
示
す
る
。

E

、
目
連
は
仰
の
教
え
の
通
り
行
う
。
「
請
諸
菩
薩
、
放
諸
生
命
、

造
立
神
幡
、
貼
四
十
九
燈
、

得
娘
離
餓
鬼
身
」
。
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ー
、
刷
肉
然
貼
、
四
十
九
燈
、
造
立
神
幡
。

E

、
無
し

四
十
九
灯
は
薬
師
如
来
を
杷
る
時
に
は
七
像
を
設
け
、
各
々
に
七
灯
を
点
す
の
で
四
十
九
と
な
る
の
に
由
来
す
る
。
『
目
連
宝
機
』
の

「
刷
肉
然
貼
」
は
『
大
方
便
悌
報
恩
経
』
等
に
見
え
る
転
輪
王
が
婆
羅
門
の
た
め
に
身
体
の
肉
を
扶
っ
て
千
灯
を
点
し
た
故
事
に
拠
る
。
至



誠
の
表
現
を
比
険
的
に
強
調
す
る
と
同
時
に
、
こ
こ
で
は
供
養
儀
礼
の
形
式
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
救
母
経
」
に
「
放
諸
生
命
」
と

あ
る
放
生
供
養
も
同
様
で
あ
る
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
反
復
表
現
は
口
承
の
反
映
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
で
は
反
復
の
頻
出
は
納
得
で
き
る
。
そ
れ
で
は
「
救

母
経
』
に
お
い
て
こ
の
傾
向
が
よ
り
突
出
し
て
い
る
特
色
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
。
こ
こ
で
は
『
救
母
経
』
が
画
巻
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
『
救
母
経
』
は
い
わ
ゆ
る
上
段
に
絵
図
を
下
段
に
本
文
を
配
し
た
上
図
下
文
形
式
で
あ
り
、
絵
図
と
本
文
が
ほ
ぼ
対
応
し
た
体
裁

と
な
っ
て
い
る
。
『
救
母
経
』
が
画
巻
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
下
文
は
絵
図
の
解
説
で
あ
り
、
つ
ま
り
詞
書
で
あ
る
。
詞
書
で
あ

れ
ば
画
面
に
相
応
し
い
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。
画
面
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
応
じ
た
結
果
、
同
じ
表
現
の
反
復
が
頻
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
本
文
に
関
し
て
は
全
体
の
整
合
性
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
に
対
す
る
説
明
を
優
先
さ
せ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
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同
じ
表
現
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
と
い
う
特
徴
は
、
『
救
母
経
』
は
読
ん
だ
り
唱
え
た
り
す
る
よ
り
も
、
図
絵
を
観
る
こ
と
に
重
点
を
お
い

て
造
ら
れ
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
救
母
経
』
の
刊
行
さ
れ
た
元
代
に
は
、
上
図
下
文
形
式
の
書
物
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
形
式
は
本
文
が
主
で
あ
り
、
絵
図
は
一
種
の
装
飾
か
本
文
の
理
解
を
補
助
す
る
挿
画
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
存
在
と
思
わ

れ
や
す
い
。
し
か
し
本
来
は
絵
図
が
先
行
し
て
造
ら
れ
、
そ
の
後
で
詞
書
を
下
に
割
り
付
け
た
と
い
う
工
程
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
絵
図
を
伴
、
つ
語
り
物
で
は
、
い
わ
ゆ
る
敦
憧
変
文
が
先
行
資
料
と
し
て
現
存
し
て
い
る
が
、
形
式
に
お
い
て
『
救
母
経
』
と
相
通
ず
る

特
徴
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

振
り
返
っ
て
、
『
目
連
宝
機
』
に
は
『
救
母
経
」
と
同
様
の
反
復
表
現
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
頻
度
に
お
い
て
『
救
母
経
』
よ
り
少
な
い

(314) 

の
は
、
図
画
を
伴
わ
な
い
た
め
に
、
過
度
な
反
復
を
避
け
て
適
当
な
量
に
削
減
す
る
と
い
う
改
変
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



（4
）
定
型
表
現
に
つ
い
て

(313) 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
定
型
表
現
は
、
繰
り
返
し
現
れ
る
と
い
う
点
で
一
種
の
反
復
表
現
と
も
見
倣
せ
る
が
、
『
救
母
経
」
『
目
連
宝
機
』
に

お
け
る
内
容
の
中
心
と
な
る
地
獄
巡
り
に
は
、
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
目
連
が
母
を
探
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
獄
を
巡
る
の
に
、
個
々
の

地
獄
の
描
写
は
異
な
る
が
、
地
獄
か
ら
地
獄
へ
と
巡
歴
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
抽
出
し
て
示
す
。

『
救
母
経
」
日
連
次
復
前
行
、
見
一
ム
ム
地
獄
、
只
見
南
閤
浮
堤
衆
生
、
（
責
め
苦
の
描
写
）
、
目
連
悲
哀
、
問
獄
主
、
此
地
獄
衆
生
、

前
身
作
何
罪
、
今
受
此
苦
。
獄
主
答
師
、
此
是
南
閤
浮
堤
、
（
在
世
に
犯
し
た
罪
）
、
今
落
弟
子
手
中
、
只
得
歓
喜
忍
受
。

『
白
連
宝
機
』
首
至
ム
ム
地
獄
〈
復
次
前
行
〉
、
見
閤
浮
人
〈
見
諸
罪
人
〉
、
（
責
め
苦
の
描
写
）
、
目
連
哀
問
、
此
獄
衆
生
、
前
作
何
罪-62-

〈
前
作
何
業
・
宿
作
何
業
〉
、
今
受
此
苦
。
獄
主
答
言
、
因
前
世
時
、
（
在
世
に
犯
し
た
罪
）
、
今
日
果
報
、
只
得
忍
受
。
ム
ム
は
地
獄
の
名

称
、
（

）
は
挿
入
さ
れ
る
内
容
、
〈
〉
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
。

『
救
母
経
』
が
す
べ
て
一
様
の
表
現
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
目
連
宝
機
』
に
は
若
干
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

最
初
の
獄
に
着
い
た
と
き
は
「
首
至
釧
碓
地
獄
」
で
あ
り
、
そ
の
後
は
す
べ
て
「
復
次
前
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
見
閤
浮
人
」
を

「
見
諸
罪
人
」
に
、
「
前
作
何
罪
」
を
「
前
作
何
業
」
「
宿
作
何
業
」
と
い
う
具
合
に
言
い
換
え
る
場
合
が
あ
る
。
文
体
に
つ
い
て
『
目
連
宝

機
』
は
四
字
句
を
基
調
と
し
た
整
っ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
定
型
表
現
に
つ
い
て
は
、
『
救
母
経
』
の
執
劫
と
も
思
え
る
繰
り
返
し
を

避
け
て
い
る
の
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
も
反
復
表
現
と
同
じ
理
由
で
改
変
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



一、

む
す
び

本
稿
（
上
）
で
は
「
目
連
宝
機
』
に
含
ま
れ
る
目
連
説
話
に
つ
い
て
内
容
を
紹
介
し
、
『
目
連
救
母
経
』
と
プ
ロ
ッ
ト
を
比
較
し
、
（
下
）

で
は
文
体
、
反
復
、
定
型
と
い
う
表
現
形
式
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
『
目
連
宝
機
』
が
『
救
母
経
』
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
の
を
考

察
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
中
国
で
は
逸
書
と
さ
れ
て
き
た
『
救
母
経
』
が
、
何
ら
か
の
形
態
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
で
き
た
。
最
後
に
今
後
の
研
究
課
題
と
講
唱
文
学
研
究
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て
む
す
び
と
し
た
い
。

本
稿
で
紹
介
し
た
「
目
連
宝
機
』
は
、
中
国
滞
在
時
に
偶
然
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
書
誌
に
つ
い
て
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
判
ら
な
い
。

」
の
点
に
つ
い
て
は
調
査
を
継
続
し
て
行
い
、
ま
た
同
時
に
蒐
集
し
た
宝
機
類
と
の
比
較
を
通
し
て
実
態
の
解
明
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
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『
目
連
宝
機
』の
巻
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
典
は
、
前
稿
で
は

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
両
書
は

『
父
母
恩
重
経
」
系
統
の
も
の
と
推
定
し
た
が
、『
血
盆
経
』
系
統
の
仏
書

『
孟
蘭
盆
経
』と
関
係
の
深
い
経
典
で
あ
り
、

科
儀
室
田
も
少
な
く
な
い
。そ
れ
ら
を
も
視
野
に
入
れ
た

考
察
に
よ
っ
て
、

『
目
連
宝
機
」の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

次
に
講
唱
文
学
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
、
今
回
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

ま
ず
変
文
と
の
関
連
に
注
目
し
た
い
。
変

文
の
中
に
は
演
出
に
画
巻
を
伴
う
絵
解
と
い
う
演
出
形
態
を
想
定
で
き
る
作
品
が
あ
る
が
、
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
」
等
と
の
関
係
に

お
い
て
、
プ
ロ
ッ
ト
、
デ
ィ
テ
ー
ル
、

文
体
、
表
現
形
式
、
絵
図
等
々
に
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

(312) 



、
注

(1
) 

(2
) 

砂
岡
（
鈴
木
）
和
子
「
元
刊
『
悌
説
目
連
救
母
経
』
の
口
語
特
徴
」
、
『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
九
五
年
。

『
目
連
宝
憐
』
の
四
字
句
を
基
調
と
す
る
文
体
は
、
巻
下
に
引
く
経
典
に
も
認
め
ら
れ
、
儀
礼
に
関
わ
る
部
分
を
除
け
ば
、
全
体
に
共
通
す
る

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

（3

）
「
喚
緊
奴
牌
汝
来
、
我
今
家
中
大
富
」
は
、
宮
氏
論
文
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
版
で
は
「
喚
緊
奴
牌
、
汝
来
我
今
家
中
大
富
」
と
匂
読
を
付
し
て

い
る
が
、
「
汝
来
」
を
前
匂
に
繋
げ
、
六
字
句
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
砂
岡
氏
校
録
で
は
「
汝
来
。
」
と
し
、
母
の
言
葉
と
し
て
い
る
。

（4

）
上
図
下
文
形
式
に
つ
い
て
、
宮
氏
論
文
で
も
元
代
の
俗
文
学
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
本
稿
上
、
注

1

参
照
）
が
、
金

文
京
氏
は
上
図
下
文
形
式
で
あ
る
元
刊
『
三
国
志
平
話
』
は
、
上
の
絵
図
が
中
心
で
あ
り
、
文
は
絵
の
解
説
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
『
三
国
志
演
義
の
世
界
』
、
東
方
書
店
、
九
三
年
参
照
）
。
ま
た
、
敦
煙
文
献
に
は
上
段
に
仏
像
図
を
描
き
下
段
に
造
像
記
等

の
文
が
付
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
物
が
含
ま
れ
て
い
る
（
林
聴
明
『
敦
健
文
書
学
』
「
第
二
章
敦
煙
文
書
的
形
態
、
第
二
目
仏
経
類
、

了
仏
像
図
類
」
、
新
文
豊
出
版
、
九
一
年
等
参
照
）
。

（5

）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
目
連
戯
と
そ
の
広
が
り
ー
ー
ー
東
ア
ジ
ア
の
女
人
救
済
と
芸
能
」
、
慶
臆
義
塾
大
学
ア
ジ
ア
基
層
文
化
研
究
会
主
催
、

二
O
O
二
年
十
一
月
二
日
、
に
お
い
て
口
頭
発
表
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
馬
建
華
「
女
性
的
救
済
｜
｜
甫
仙
目
連
戯
輿
血
盆
経
」

に
お
い
て
部
分
的
に
引
用
し
た
甫
仙
流
伝
本
『
仏
説
血
盆
経
』
に
、
『
日
連
宝
機
』
巻
下
所
引
の
仏
書
と
等
し
い
内
容
と
表
現
が
認
め
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
馬
氏
は
原
本
を
持
参
し
て
お
ら
ず
、
確
言
は
避
け
た
が
、
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
。
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